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　来期の業況判断D.I .の見通しは△6.3と今期との比較でわずかながら1.7ポイントの悪化を予想しています。項目別
業況判断D.I .見通しでも、資金繰りを除きわずかですが悪化する見込みとなっています。
　また、業種別の業況判断D.I .見通しで小売業は改善する見込みですが、製造業は弱含み横ばい、卸売業は大幅悪化、
建設業・不動産業、サービス業は小幅悪化の予想となっています。

●来期（2023年1～3月期）の業況

Ⅰ　全業種（回答368社・・・回答率100％）

前　期
2022年7～9月期

今　期
2022年10～12月期

来期予想
2023年1～3月期

全国調査
2022年10～12月期

全 業 種

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

建 設 業

不動産業

サービス業

快晴
100.0～35.0

晴れ
34.9～20.0

曇り一部晴れ
19.9～7.0

曇り
6.9～△7.0

小雨
△20.1～△35.0

雨
△35.1～△100

本曇り
△7.1～△20.0
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　今期の全業種の業況判断D.I.は△4.6と、前期との比較で6.4ポイント上回り、2期ぶりに改善しました。
　項目別の業況判断D.I .では、売上高は△1.1（前期比+5.5）、資金繰りは△6.3（前期比+3.9）、採算△14.1（前期比
+6.2）、従業員増減0.5（前期比+5.5）と全項目で改善しています。
　業種別の業況判断D.I.においては、建設業・不動産業、サービス業は大幅に改善、製造業はわずかながら改善、小売業は
強含み横ばいですが、卸売業は悪化しています。
　独立行政法人中小企業基盤整備機構が実施し、日本商工会議所他2団体が実査した全国調査（以後「全国調査」という。）
との比較では、全業種の業況判断D.I.で全国調査を14.7ポイント上回りました。業種別では、すべての業種で10ポイント
以上全国調査を上回る結果となっています。

●今期（2022年10～12月期）の業況

△30.1

業況判断D.I.は、2期ぶりに改善、来期はわずかながら悪化の予想
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Ⅱ　製造業（回答112社・・・回答率100％）

　今期の業況判断D.I.は△1.8と、前期との比較で1.8ポイント改善
しました。全国調査との比較では、業況判断D.I.で14.1ポイント上回
りました。
　業種別にみると、輸送機械、プラスチックは改善していますが、印刷、
金属製品、機械器具は悪化しています。
　項目別には、売上高、採算、設備操業率ともに改善していますが、
資金繰りは悪化、原材料仕入単価は2期ぶりに上昇しています。
　来期の業況判断D.I.は△2.7と弱含み横ばいと予想しており、項目
別には原材料仕入単価は低下、売上高はわずかながら改善し、資金
繰りは改善、採算は弱含み横ばい、設備操業率は小幅悪化の見込み
です。
　経営上の問題では、「原材料価格の上昇」が31.4%、「原材料・人件
費以外の経費の増加」11.3%、「需要の停滞」9.9%で、原材料・経費
が最大の懸念材料になっています。

■景況

【輸送機械】
　業況判断D. I .は、0.0と前期比10.0ポイント改善しています。
来期は△55.6と大幅な悪化となる見込みです。
　項目別では、原材料仕入単価は100.0と最高値となり、原材料
在庫は大幅な増加、売上高、資金繰りは悪化、採算は改善している
もののマイナス水準で厳しい状況が継続しています。また、設備
操業率はわずかながら悪化しています。
　経営上の問題点は、「原材料価格の上昇」が33.3％、「従業員の
確保難」12.5%、「需要の停滞」12.5%となっています。

【機械器具】
　業況判断D.I.は、△7.7と前期比27.7ポイントの大幅悪化となり
ましたが、来期は0.0と改善が見込まれています。
　項目別では、原材料仕入単価は69.2と依然高く、採算は改善して
いるもののマイナス水準の厳しい状況が続き、他の項目は悪化して
います。
　経営上の問題点としては、「原材料価格の上昇」が29.4%、「原材
料費・人件費以外の経費の増加」14.7%、「原材料の不足」11.8%
となっています。

【金属製品】
　業況判断D. I .は、9.1とプラス水準ながら前期比10.9ポイント
の大幅な悪化となりました。来期の業況判断D.I.は、9.1と今期比横
ばいを見込んでいます。
　項目別には、売上高、採算、設備操業率は改善していますが、原材
料仕入単価は63.6と高止まりしており、原材料在庫は増加、資金
繰りは大幅に悪化しています。
　経営上の問題点については、「原材料価格の上昇」32.6%、「需要
の停滞」14.0%、「従業員の確保難」11.6%となっています。

【金属プレス・メッキ】
　業況判断D.I.は、△13.3とわずかながら前期比2.5ポイント改善
し、来期は0.0と更なる改善が見込まれています。
　項目別には、売上高、設備操業率は改善していますが、採算は横
ばい、原材料仕入単価は低下しており、資金繰りは悪化しています。
　経営上の問題点については、「原材料価格の上昇」26.3%、「原材
料費・人件費以外の経費の増加」、「製品(加工)単価の低下・上昇
難」がともに13.2%となっています。

【印刷】
　業況判断D.I.は、△37.5と前期と比較して23.2
ポイントの大幅悪化となり、来期の業況判断D.I.も
横ばいで厳しい状況が継続する見込みです。

【プラスチック】
　業況判断D.I.は、25.0と前期比36.1ポイントの
大幅な改善となり、来期の業況判断D.I.も25.0と
プラス水準が継続する見込みです。

■業種別の状況

■主要業況判断D.I.の推移
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業況 売上（加工）高 資金繰り
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■経営上の問題点（複数回答）

従業員の確保難

製品ニーズの変化への対応

生産設備の不足・老朽化

原材料の不足

需要の停滞

製品（加工）単価の低下・上昇難

原材料価格の上昇

原材料費・人件費以外の経費の増加
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■主要業況判断D.I.の推移
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Ⅲ　卸売業（回答23社・・・回答率100％）

　今期の業況判断D.I.は△15.9と前期比+0.4ポイントの強含み横
ばいで、全国調査との比較では、業況判断D.I .で14.2ポイント上
回っています。
　項目別では売上高、資金繰り、採算は改善し、客単価は大幅上昇
していますが、仕入単価も引続き高く、在庫数量は大幅な増加と
なっています。
　来期の業況判断D.I .は△10.2と、今期との比較で5.7ポイント
改善する予想になっています。
　経営上の問題点としては、「仕入単価の上昇」が21.4%、「消費
者ニーズの変化への対応」19.0%についで「大型店・中型店の
進出による競争の激化」14.3%となっています。

■景況

Ⅳ　小売業（回答88社・・・回答率100％）
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業況 売上高 資金繰り

■主要業況判断D.I.の推移
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　今期の業況判断D.I .は8.7と、前期との比較では小幅ながら4.9
ポイント悪化しました。全国調査との比較では、業況判断D. I .で
21.4ポイント上回りました。
　項目別では、売上高、採算ともに大幅に悪化しています。
　また、仕入単価、売上単価とも上昇しています。
　経営上の問題点としては、「仕入単価の上昇」が38.8%、「需要
の停滞」16.3%となっています。
　業種別では食料・飲料卸売業の今期の業況判断D.I.は0.0と前期
比横ばいですが、来期見通しでは△12.5と悪化の見込みとなって
います。

■景況

【飲食料品小売業】【飲食店】
　飲食料品小売業の業況判断D.I.は、△16.7と前期比15.3ポイント
の改善で、来期は△12.5とさらに4.2ポイントの改善を見込みます。
　飲食店の業況判断D.I.は、△16.7と前期比横ばいです。来期も
△16.7と横ばいを予想しています。
　飲食料品小売業の経営上の問題点は、「仕入単価の上昇」27.1%、
「消費者ニーズの変化への対応」、「大型店・中型店の進出による競争
の激化」、「販売単価の低下・上昇難」がそれぞれ13.6%となっています。
【その他】
　業況判断D.I .は、自動車販売はプラス水準の中で横ばい、燃料、
家電、スポーツ・文具はマイナス水準の中での改善、医薬品・化粧品
は大幅な悪化となっています。
　来期は、改善する見込みの業種が多く、幅は業種毎に異なるもの
の明るい兆しがみられます。
　経営上の問題点は、「仕入単価の上昇」、「販売単価の低下・上昇
難」が多く、中小小売業では、価格転嫁が容易ではない状況が継続
しています。

■業種別の状況

伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2022年10～12月期）

■経営上の問題点（複数回答）

販売単価の低下・上昇難

同業者の進出
人件費以外の経費の増加

店舗の狭隘・老朽化

大型店・中型店の進出による競争の激化

需要の停滞

仕入単価の上昇
消費者ニーズの変化への対応

■経営上の問題点（複数回答）

人件費以外の経費の増加

人件費の増加
小売業者の進出による競争の激化
大企業の進出による競争の激化

販売単価の低下・上昇難

店舗・倉庫の狭隘・老朽化

仕入単価の上昇
需要の停滞
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Ⅴ　建設業・不動産業（回答63社・・・回答率100％）

5

Ⅵ　サービス業（回答82社・・・回答率100％）
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■主要業況判断D.I.の推移

■経営上の問題点（複数回答）
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従 業 員 増 減

今　期 来期見通し 全国調査
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民間需要の停滞

従業員の確保難
新規参入業者の進出

取引条件の悪化

材料費・人件費以外の経費の増加

請負単価の低下・上昇難

材料価格の上昇
材料の入手難

■経営上の問題点（複数回答）

新規参入業者の進出

大企業の進出による競争の激化
店舗施設の狭隘・老朽化
人件費以外の経費の増加

需要の停滞

従業員の確保難

消費者ニーズの変化への対応
材料等仕入単価の上昇

　今期の業況判断D.I .は△4.9と、前期比で15.8ポイント改善し、
全国調査との比較でも、業況判断D.I.で10.6ポイント上回りました。
　項目別ではすべての項目で改善していますが、客単価は上昇、
仕入単価は大幅な上昇となっています。
　来期の業況判断D.I .は△8.5と、今期との比較で3.6ポイントの
悪化を予想しています。
　経営上の問題点は「消費者ニーズの変化への対応」17.3%、「材料
等仕入単価の上昇」16.3%、「需要の停滞」11.7%、となっています。

■景況

■景況

【総合工事】
　業況判断D.I.は、7.1と前期比20.9ポイントの大幅改善となりまし
たが、来期は△3.6と10.7ポイントの大幅な悪化が見込まれています。
　項目別には、すべての項目で改善しているものの、材料単価は
50.0と依然高くなっています。
　経営上の問題点は、「材料価格の上昇」が32.8%、「材料の入手難」、
「請負単価の低下・上昇難」が、それぞれ11.9%となっています。

【設備工事】【職別工事】【不動産】
　設備工事業の業況判断D.I.は、0.0と前期比37.5ポイントの大幅改
善し、来期はさらに28.6と引続き大幅に改善することが見込まれます。
　職別工事業の業況判断D.I.は、12.5と前期23.6ポイント大幅改善
してます。来期は△12.5と25.0ポイントの大幅な悪化見込みです。
　不動産業の業況判断D.I.は、△21.4と前期比11.4ポイント悪化して
いますが、来期は△14.3と7.1ポイントの改善見込みです。

■業種別の状況

■業種別の状況

伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2022年10～12月期）

■主要業況判断D.I.の推移

業況 売上高 資金繰り

業況 売上高 資金繰り

【自動車整備】
　業況判断D.I.は、△5.0と前期比15.0ポイント改善し、来期も0.0
と5.0ポイントの改善が見込まれています。
　項目別ではすべての項目で改善していますが、客単価、仕入単価
とも大幅に上昇しています。
　経営上の問題点は、「材料等仕入単価の上昇」26.7%、「消費者ニーズ
の変化への対応」22.2%、「需要の停滞」11.1%となっています。

【洗濯・理容】
　業況判断D.I.は、△36.4と前期比3.6ポイント改善、来期は△45.5
と9.1ポイント悪化する見込みで、厳しい状況が継続する見込みです。
　項目別では、すべての項目で改善していますが、客単価は低下、
仕入単価は上昇しています。
　経営上の問題点は、「消費者ニーズの変化への対応」、「新規参入
業者の進出」がともに23.1%、「需要の停滞」15.4%となっています。

　今期の業況判断D.I.は1.6と、前期比14.3ポイント改善し2019年
9月期以来のプラス水準となり、全国調査比では、19.0ポイント上回
りました。
　来期の業況判断D.I.は△3.2と4.8ポイントの小幅悪化の見込です。
　項目別では、すべての項目で改善していますが、材料単価は小幅
上昇して引続き高くなっています。
　経営上の問題点は、「材料価格の上昇」28.3%、「材料の入手難」
12.5%、「材料費・人件費以外の経費の増加」11.2%となっています。
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今回の調査について

【調査方法】

※毎回テーマを設け「特別調査」を実施しております。

2022年12月
① 今期の状況：前年の同時期（2021年10～12月期）と比較した今期（2022年10～12月期）の状況
② 来期の見通し：前年の同時期（2022年1～3月期）と比較した来期（2023年1～3月期）の状況

伊勢崎市及び佐波郡玉村町内の事業所
アイオー信用金庫及び伊勢崎商工会議所の調査員による面談または聞き取り

調査内容

調査方法
対象企業

調査時期

6

【調査対象企業数・回答企業数】

112
23
88
63
82
368

調査対象企業数

112
23
88
63
82
368

100%
100%
100%
100%
100%
100%

製 造 業
卸 売 業
小 売 業
建設業・不動産業
サービス業
合 計

回答企業数 回答率

特 別 調 査 【2023年（令和5年）の経営見通しについて】

1  日本の景気見通し 2  自社の業況（景気）見通し

悪い
70.2%

0 50 100 150

0                                     

1                                     

14                                

77               

124

82             

11                                  

非常に良い

良い

やや良い

普通

やや悪い

悪い

非常に悪い

良い
4.9%

普通
24.9%

0 100 200

1                                  

3                                  

24                            

147

93             

37                         

4                                  

非常に良い

良い

やや良い

普通

やや悪い

悪い

非常に悪い

悪い
43.4%

良い
9.1%

普通
47.6%

0 50 100

41              

17                      

69    

38              

44           

18                     

80

すでに上向いている

6か月以内
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3年超
業況改善の

見通しは立たない

改善の見通しは
立たない
26.1%

すでに好転
13.4%

今後好転の見通し
60.6%

10％未満の増加

10～19％の増加

20～29％の減少

30％以上の減少

20～29％の増加

30％以上の増加
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10％未満の減少
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減少
25.9%

原材料、
エネルギー価格

57.5%コロナ関連
18.4%

社内事情
6.8%

自然災害ほか
2.1%

国際情勢、円安、
インフレ
15.2%

2023年の景気見通しについては「悪い」とする先が70.2%
と大半を占め、「良い」とする先は4.9%にとどまっており、
依然として慎重な見通しとなっています。

2023年の自社の業況については「悪い」とする先が43.4%、
「良い」とする先は9.1%で、昨年と比較すると「悪い」は7.4
ポイント減少、「良い」は1.2ポイント減少となっています。

3  売上額の伸び率見通し（前年比） 4  業況が上向く転換点見通し

売上額の伸びについては、変わらないとする先が56.3%と
最も多く、減少25.9%、増加17.8%で、昨年と比較すると
「減少」は9.1ポイント減少、「増加」は4.1ポイント減少と
なっています。

業況が上向く転換点の見通しは、すでに好転しているとして
いる先が13.4%ある一方で、改善の見通しは立たないとする
先も26.1%あります。

5  自社の経営リスク

原材料・仕入価格のさらなる高騰

その他
円安・インフレの加速

コロナ融資の返済
経営者や従業員の健康問題

取引先廃業等による売上げ激減
台風・豪雨・地震・噴火などの自然災害

ロシア・ウクライナを含む海外情勢の緊迫化
コロナなど感染症の感染再拡大

原油・天然ガス等のエネルギー価格高騰
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114                                             

53                                                                     

12                                                                                    

25                                                                               

23                                                                                

16                                                                                  

54                                                                    

3                                                                                         

自社の経営リスクは、原材料、エネルギー価格が57.5%と最も多く、次にコロナ関連が18.4%、国際情勢、円安、インフレが15.2％
となっており、先行きの不透明感は払しょくできず、当面は厳しい経営環境が継続するものと見込まれます。

■自社の経営リスク
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武蔵工業有限会社

企 業 紹 介

会社概要

創 業
代 表 者
所 在 地
T E L
資 本 金
従業員数
事業内容
生産品目

昭和45年6月
代表取締役　阿久津 光康
伊勢崎市波志江町4734 -1
0270-26-1681
300万円
35名
精密板金・溶接・機械加工・組立
輸送機器（特装車部品、トラック部品）、
各種筐体（電源装置、工作機械カバー）、
産業機械（コンベア部材）

　また、人材教育にも力

を入れており、これらの

技術は1級・2級技能士に

よって支えられています。

【生産管理・品質方針】

　アナログとデジタル（人

とシステム）の両方を活用、

連携しミスを未然防止する

仕組みを独自に構築して

おります。また、月7000品番以上を管理していること

で多品種小ロットに対する管理体制は万全です。

・生産管理システムで多品種少量製作に対応します。

　当社で使用している生産管理システムは、工場内の各

マシンから情報を収穫し、ネットワーク上で即時に工場の

稼働状況を仮想的に表示し確認できる最新システムです。

・常に顧客満足を重視し、お客様の期待を超えるもの

づくりを追求します。

　品質方針達成のため、全社および各部門の品質目標を

設定し評価するとともに、毎月「工程改善ミーティング」

を各課で実施し問題解決に努めています。

　また、当社は、品質マネジメントシステムISO9001：

2015を2017年12月5日に取得いたしました。

　当社は、最新の機械設備と経験豊かな熟練の技術者

による付加価値の高い機械・板金加工を実現します。

【経営理念〈信頼〉】

　急速な経済のグローバル化に伴い製造業においても

厳しい環境におかれております。当社ではお客様に

必要とされる企業であり続けるため、コストはもち

ろんのこと多品種少量生産や短納期に対応すべく、

常に最新設備の導入を心がけ活動してまいります。

　私たちは社会、お客様、仕入先様、当社が発展でき

ることを願い、「信頼」されてこそ企業価値があると

考えております。また、社員の幸せを願い、健全で魅力

ある企業を目指します。

【スピード納品・量産・大型加工へ対応！】

　当社では、板金・溶接をはじめ、機械加工も自社

内で行っており、機械加工を含む板金溶接ものや機械

加工+溶接の製品などにも対応可能です。幅広い板厚

に対応する設備と技術で1個から数百個までの試作・

量産をお客様のニーズに応じて製作します。



アイオー商店街

新現役マッチング交流会 新入社員研修会 アイオー・ビジネススクール

Sustainable
Solution
Strategy
Support
Smile

持続可能な＝いつまでも常に地元のみなさまとともに 
解決＝地元のみなさまの悩み、不安など課題を解決
戦略＝緻密な戦略を持って
応援＝地元のみなさまの夢を応援する
笑顔＝あたたかいハートの笑顔で

５Ｓを掲げ、地域貢献するしんきんを目指します。

地元のソリューションをミライヘ。


